
外国人住民に係る住民基本台帳制度への移行等に関する 

実務研究会（第８回）議事概要 
 

１  開催日時：平成２２年６月２９日（火）１４：００～１６：００ 

２ 開催場所：都道府県会館 ４０７会議室 

３ 出席委員：安西委員、妹川委員、植田委員、大滝委員、各務委員代理、櫻井委員代理、

佐藤委員、竹腰委員、千葉委員、長岡委員 

 

４ 主な議題： 

○ 法務省と市町村との情報のやりとり等について 

○ 法務省と市町村とのシステム連携について 

○ 戸籍と住民基本台帳との連携について 

 

５  議事の概要： 

（１）法務省と市町村との情報のやりとり等について（住基法第３０条の５０関係） 

（事務局）・・・資料１－① 

 

（２）法務省と市町村との情報のやりとり等について（入管法第６１条の８の２関係） 

（法務省）・・・資料１－② 

 

（３）法務省と市町村とのシステム連携について（法務省）・・・資料２ 

 

（４）戸籍と住民基本台帳との連携について（事務局）・・・資料３ 

 

（５）意見交換等 

・ 法務省と市町村との情報連携について、通常業務処理との兼ね合い等を踏まえながら、

情報連携の頻度やタイミングを検討する必要があるのではないか。 

 

・ 戸籍と住民基本台帳との連携について、現行の戸籍システムはアルファベット表記に

対応していないため、住所地市町村への通知方法が課題の一つになるのではないか。 

 

・ 戸籍と住民基本台帳との連携について、戸籍における正字の範囲と在留カードにおけ

る正字の範囲が異なることがないよう、正字の取扱いについて検討を深める必要がある

のではないか。 

 以上 


